
　照りつける陽射しがまぶしい季節となりました。
皆様におかれましては、お健やかにお過ごしのこと
と存じます。
　新入生の皆様は、そろそろ桐朋での生活に慣れて
いらした頃でしょうか。
　本学での学びには、主体的に学ぶ姿勢と探究心が
求められます。与えられたものを受け取るだけでは
なく、自ら問いを立て、考え、選び取っていく。そ
うした姿勢によって、そこで得られる学びの深さは
大きく変わってまいります。大学は、知識や技術を
身に付ける場であると同時に「自分自身と向き合う
場」でもあります。どのような音を響かせたいのか、
どのような音楽家でありたいか、そうした問いを持
ち続ける姿勢こそが皆様の芸術性を支える確かな礎
となっていきます。桐朋で積み重ねる一つひとつの
経験が、将来の新たな創造と表現を育む種となるこ
とを願っております。

　さて、今年 2 月に開催されたミラノ・コルティナ
冬季オリンピック・パラリンピックを、テレビでご
覧になった方も多いのではないでしょうか。選手た
ちが国境を越えてお互いを思いやる姿勢が随所にう
かがわれ、その光景は競技の結果以上に心に深く残
るものでした。
　記録や順位を競う、厳しい舞台でありながら、競
技を終えた後には、互いの健闘をたたえ合い喜ぶ。
そこには、相手を敬い、努力を認め合う、真っ直ぐ
であたたかな心がありました。
　そうした在り方は、人をいっそう美しく見せるの
だと、改めて感じさせられました。技の完成度だけ
ではなく、その背景にある日々の積み重ねや、葛藤
にまで想いを寄せる。そのような想像力と思いやり
こそが、心の強さにつながるのではないでしょうか。
音楽を志す私たちもまた、このような心を大切に育
んでいきたいと思います。
　舞台で響き合う音楽は、決してひとりでは生まれ

ません。これまで音楽文化を築き、伝えてこられた
諸先輩方への敬意、日頃よりご指導くださる先生方
への感謝、共に演奏する仲間への信頼、そして聴い
てくださる皆様への想い。そのような真摯な心と優
しさがあってこそ、音楽は言葉を越えて、人の心を
結ぶ力を持つのだと思います。

　今、世界はとても難しい状況が続いております。
このような時だからこそ、言葉や国境をこえて、人
と人とを結びつける音楽の持つ対話の精神と価値を
私たちは改めて大切にしていきたいと思います。ど
うかこの桐朋学園での出会いと学びを大切に、自ら
の可能性を信じて邁進なさってください。
　そしてこれからも、卒業生や保護者の皆様をはじ
め、本学を支えてくださる多くの方々と共に、その
歩みを見守り、育んでまいりたいと考えております。
今後ともあたたかいご支援、ご協力を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

桐朋学園大学院大学学長
桐朋学園大学学長
辰巳 明子

部門報 2026 Vol.59

ご挨拶



　指揮者として国内外で活躍を続ける高関健氏。桐朋学園で
学び、ベルリンで研鑽を積んだ経験は、現在の音楽活動の礎
となっています。辰巳明子学長との対談では、恩師との出会
いや学生時代の思い出、留学生活、楽譜研究への取り組み、
そして教育への思いなどを振り返りながら、桐朋ならではの
学びと、その魅力について語っていただきました。

桐朋が結ぶ縁
辰巳：桐朋では、先生方とのつながりや先輩・後輩とのご

縁が、本当に長く続きますね。高関先生とは同じ鷲見三郎先
生門下でもあり、こうして今もお付き合いが続いていること
を大変うれしく思っております。

高関：当時は親同士の交流がとても深く、中学生の頃、齋
藤秀雄先生とのご縁をつくってくださったのが辰巳先生のお
母様でした。私にとっては恩人のような存在です。辰巳先生
とは留学先も同じドイツでしたし、さまざまなご縁が重なっ
ているように思います。

辰巳：指揮者を志されたのも、その頃だったのですね。
高関：そうです。中学 2 年生のときでした。その年に挑戦

した学生音楽コンクールで、本選まで進むことができたので
す。本選に進んだのは 4 人でしたが、1 人は辞退。そうした中、
最終的に私は第 3 位という結果で、父から「ヴァイオリンは
もうやめてしまえ」と言われてしまったんです。父は医師で
したから、音楽で生きていけるか心配していたのだと思いま
す。それで、鷲見先生にお借りしていたヴァイオリンをお返
しするため、お宅にうかがったんですね。
　突然のことに驚かれた鷲見先生が「続けないの？」と声を
かけてくださり、そのとき、「実は指揮者になりたいんです」
とお話ししたんです。それが、先ほどお話しした齋藤先生と
のご縁につながりました。
　齋藤先生からは、「ヴァイオリンで高校に入れたら指揮を教
えよう」と言っていただきました。今もそうかもしれませんが、

当時は指揮を学ぶ学生のほとんどが器楽を専攻しました。そ
のため、まずはヴァイオリンに打ち込むことになりました。

辰巳：高校での 3 年間はいかがでしたか？
高関：私は「子供のための音楽教室」に通っていなかった

こともあり、入学したばかりの頃は授業についていくだけで
精一杯でした。そのこともあり、前期の試験では思うような
成績が取れず、ずいぶん落ち込みました。
　それが本当に悔しくて、それまで以上に真面目にレッスン
に通い、後期の試験で挽回したんです。おかげで、オーケス
トラも上のクラスに上がることができ、そこから学校生活が
格段に面白くなりました。

辰巳：当時はどのような学校生活を送られていたのでしょ
うか？

高関：多くの時間を学内で過ごし、仲間といつも一緒に弾
いていました。4 年先輩にヴァイオリニストの安永徹さんがい
らして、安永さんの下宿には皆でよく泊めてもらいましたね。
それから、鷲見先生のところで小学生の頃からいつも一緒だっ
た山口裕之さんが 2 年先輩で、山口さんの家には夜も弾ける
場所があり、それこそ夜通しでクァルテットを弾いていまし
た。
　ヴィオラを弾きたがる人が少なかったので、いつも私が担
当していたのですが、指揮者になるためにハ音記号の楽譜に
慣れておきたかったので都合が良かったんです。チェロは木
越洋さんや北本秀樹さんが弾いたり、山崎伸子さんとご一緒
したこともありましたね。ベートーヴェンの弦楽四重奏曲全
曲をやろう、なんて無謀なことも真剣に話していました（笑）。
懐かしいですね。

辰巳： 桐朋学園オーケストラで演奏した経験も、指揮に活
きていますか？

高関：それは間違いなく活きています。ヴァイオリンを深
く学んだ経験がありますから、指揮台に立っていても、奏者
がどのように感じているのかがよく分かるんです。いつも、
自分自身も演奏しているような感覚で音楽をつくっています。

ベルリンで学んだ 7 年間
辰巳：卒業後にドイツへ留学されたきっかけは、コンクー

ルだったとうかがっています。
高関：そうです。大学 4 年生のときに、「カラヤン指揮者コ

ンクール・ジャパン」で優勝し、ベルリン・フィル・オーケ
ストラ・アカデミーへ留学する機会を得ました。

優勝したのが 1977 年 11 月のことで、その翌年 3 月に大学
を卒業して、夏にはベルリンへ。それからすぐにカラヤンのア
シスタントを務めることになりましたから、慌ただしかったで
すね。ベルリンでは、通算で約 7 年間、学ぶことができました。 

辰巳：先ほどもお話に出ました安永さんが、ベルリン・フィ
ルハーモニー管弦楽団に入団された時期ですね。その後、ベ
ルリン・フィルとも深い関わりを持つことになる作曲家・細
川俊夫さんらもいらして、皆でよく交流しました。

高関：そうですね、当時はとても活気がありました。作曲、
ピアノ、弦楽器……、管楽器ではトロンボーンの神谷敏先生
やトランペットの田宮堅二先生らがいらして、多くの日本人
音楽家が現地で活躍していました。

指揮者 高関健氏
音楽と真摯に向き合う —— 受け継がれる桐朋の学び
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●たかせき・けん：1977 年、桐朋学園大学在学中にカラヤン指揮者コンクール・ジャパンで優勝。ベルリンに留学しヘルベルト・フォン・カラヤンのアシスタントを
務めた。現在、東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団 常任指揮者、仙台フィルハーモニー管弦楽団 常任指揮者、富士山静岡交響楽団 首席指揮者として活躍する。

　当時は、小澤征爾さんが年に数回ベルリン・フィルを指揮
されていて、そのたびに練習から本番までを聴かせてくださ
るなど、多くの学びの機会を与えていただきました。本当に
お世話になりました。

辰巳：帰国されたきっかけは？
高関：渡邉暁雄先生が日本フィルハーモニー交響楽団の定

期演奏会に呼んでくださったんです。その後、広島交響楽団
の音楽監督・常任指揮者として活動を始めました。
　どこへ行っても桐朋の卒業生がいてくれましたから、本当
に心強かったですね。応援団のような存在でした。

楽譜研究へのこだわり
辰巳：高関先生は長年、楽譜の研究にも熱心に取り組んで

いらっしゃいますね。
高関：それについても、原点は桐朋の学生時代にあります。

齋藤秀雄先生のオーケストラの授業で、楽譜の読み解き方を
徹底的に教えていただいたことが大きかったです。
　ご存じのように、同じ作品でも出版社によって記譜が異な
ることがあります。「なぜ違うのか」「どちらが作曲家の意図
に近いのだろうか」と考えるようになったのも、その頃でした。

辰巳：出版社や編集者ともやり取りをなさっているそうで
すね。

高関：最近では、ブルックナーやマーラーの新版について、
海外の楽譜出版社の編集者とやり取りをしていました。今
年 3 月に関西フィルハーモニー管弦楽団と共演したブルック
ナーの交響曲第 8 番が、その新しい版を用いた演奏会でした。
新版の正式な世界初演の前の試演という形ではあったのです
が、非常に興味深いものとなりました。作品の校訂に貢献で
きたことは、大変意義深い経験でした。

若い世代への想い
辰巳：桐朋学園オーケストラともご縁が深く、1991 年 3

月には、カーネギーホール創立 100 周年記念演奏会で指揮を
していただきました。昨年度は、第 16 回 音楽大学オーケス
トラ・フェスティバル 2025 でもご指導いただき、学生たち
も大変喜んでおりました。

高関：私自身も学生オーケストラの指導は、いつも楽しみ
にしています。桐朋の学生たちは吸収力がありますから、で
きるだけ時間をとって、楽譜の読み方から丁寧に指導するよ
うにしています。
　昨年度は、課題となっていた曲が早めに仕上がったことも
あり、オーケストラのオーディションで取り上げられること
の多い R・シュトラウスの交響詩《ドン・ファン》もやりました。
急遽決めたにもかかわらず、皆、翌日にはしっかり準備して
きていましたから、本当にすばらしいですね。

辰巳：学生オーケストラを指導するにあたって、心掛けて
いらっしゃることなどはありますか？

高関：私にとっては何度も取り上げてきた作品でも、学生
さんたちにとっては初めて出会うモーツァルトやベートー
ヴェンかもしれません。最初に受けた印象というのは鮮烈に
記憶に残り、その後の音楽家人生にも大きな影響を与える可
能性があります。だからこそ、一つひとつの作品に真剣に向
き合いながら教えなければならないと思っています。若い世
代と向き合う責任の重さは、いつも感じています。

辰巳：指揮を教えることについてはいかがでしょうか。

高関：指揮者の育成は、楽器のように基本的なメソッドを
教えれば身につくというものではありませんから、また違っ
た難しさがあります。
　こちらが伝えることを吸収するにも、「こういう音楽をつく
りたい」という明確な意思を持って学ぶ人ほど、大きく成長
していきます。ですから、今では名前が知られるようになっ
た教え子たちについても、「私が育てた」というより、自分の
力で成長していったという印象の方が強いですね。

辰巳：今、改めて桐朋をご覧になって、どのようなところ
に魅力を感じていらっしゃいますか。

高関：そうですね。やはり、昔も今も変わらないのは、昔
ながらの塾のような温かい雰囲気です。高校から大学まで、
先輩や後輩、先生方との距離が近く、世代を超えて学び合え
る環境は本当にすばらしいと思います。この雰囲気は、これ
からもぜひ受け継いでいってほしいですね。

辰巳：そうした雰囲気に加え、大学の制度についても、学
生たちの学びの意欲を妨げないよう、常に見直し、改善を重
ねてきました。そのひとつが副専攻制度です。
　主専攻に加えて、もうひとつの分野を学ぶことができる制
度で、器楽を主専攻とする学生が、副専攻として指揮を選択
するケースも増えています。

高関：桐朋らしい柔軟さを感じますね。指導する先生方に
とっても、魅力のある制度なのではないでしょうか。齋藤先
生の精神が、そうしたところにも色濃く受け継がれているよ
うに感じます。
　専攻を超えた学びという点では、特別講座の充実ぶりも変
わりませんね。私が高校 1 年生のときにはアイザック・スター
ン、レナード・ローズ、ユージン・イストミンのトリオによ
る公開レッスンがありました。本当に貴重な機会だったので、
403 教室にギュウギュウに集まって……。

指揮者として歩み続けるために
辰巳：指揮者として、一番のやりがいは何でしょうか？
高関：「指揮」そのものが、とても魅力的な仕事だというこ

とです。私は常に、楽譜を読みながら「作曲家は、この作品
を通して何を伝えたかったのか」と考えることを何より大切
にしています。その答えが見つからないうちは、もっと勉強
しなければと思うんです。
　そして実際にオーケストラと向き合い、演奏してみると、「あ
あ、こういうことだったのか」と腑に落ちる瞬間があります。
その積み重ねが、また次の演奏につながっていく。そこに一
番のやりがいを感じています。

辰巳：桐朋で過ごした時間は、現在の指揮者としての歩み
にどのようにつながっていますか。

高関：高校から大学まで桐朋で学び、その間に、自分は何
をやりたいのか、どのような音楽を目指したいのか、その原
点となるものを、桐朋での時間の中ですべて教えていただい
たように思います。
　齋藤秀雄先生の存在はもちろんですが、多くの先生方や仲
間との出会い、積み重ねてきた経験のすべてが、今の私につ
ながっています。
　桐朋には、昔から変わらない独特な雰囲気があります。そ
の良さを大切にしながら、これからも発展していってほしい
と願っています。
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　本学でフルートを学び、現在は株式会社龍角散代表取締役
社長として活躍する藤井隆太氏。桐朋での学びは、音楽家と
してだけでなく、経営者としての歩みにも大きな影響を与え
てきました。辰巳明子学長との対談で、その原点をうかがい
ました。

　辰巳：藤井さんはお子さんの頃、ヴァイオリンを弾かれて
いましたね。どのようなきっかけで始められたのですか？

藤井：両親が言うには、「ヴァイオリンを弾きたそうな顔を
していたから習わせた」とのことでしたが、物心がつく前の
ことですから、真偽のほどは定かではありません。父はピア
ノとフルートを、母はヴァイオリンを弾き、仲間を集めてア
ンサンブルを楽しんでいました。そういう環境で育ちました
から、おそらく私も幼い頃から音楽が好きだったのでしょう。
　辰巳：最初に師事された久保田良作先生は名教師であり、
本学の教授でもありました。レッスンはいかがでしたか？

藤井：ヴァイオリンの基本的な奏法をしっかりと教えてい
ただいたという実感があります。ボウイングの単調な練習を、
来る日も来る日も徹底的に繰り返すので、まるで呼吸をする
かのような自然な奏法が身につくんです。その感覚は今も薄
れることなく、身体に残っています。
　辰巳：子供のための音楽教室に入室されたのは？

藤井：小学 2 年生の頃だったと思います。その後、中学 1
年生で弦楽アンサンブルのクラスに入り、齋藤秀雄先生にご
指導いただきました。今でもよく覚えているのですが、最初
に保護者と生徒が教室に集められ、説明を受けました。そこ
で齋藤先生が、「オーケストラは全員出席が原則。一人でも欠
けたらレッスンはやらん。親の死に目には会えないと思え」
とおっしゃったんです。「これはえらいところに来てしまった
な」と思いましたね（笑）。遅刻にも非常に厳しく、音楽だけ
ではなく、社会で生きていくための礼儀や責任感を教えてい
ただきました。
　辰巳：厳しい中にも優しさの溢れる先生でした。ところで、
ヴァイオリンからフルートに転向されたきっかけは？

藤井：私が中学生の頃、桐朋で管楽器を強化しようという
動きがあり、林りり子先生のグループレッスンを受けること
になったんです。そこで先生から「個人レッスンにいらっし
ゃい」と声をかけていただき、それが最初のきっかけでした。

管楽器は初めてでしたが、楽譜を読むことと、正しい音程を
取る感覚は既に身についていましたので、先生の目に留まっ
たのかもしれません。それからしばらくヴァイオリンと並行
して学んでいましたが、最終的にはフルート一本に絞ること
にしました。
　林先生は他界される前に、次に私が師事する先生へ「藤井
を辞めさせてはいけない」という言葉を残してくださってい
たそうです。しかしその頃、私は既に中学 2 年生になってい
ましたから、転向はある意味賭けでもありました。
　高校への合格の知らせは、ヴァイオリンの恩師である久保
田先生からいただきました。「おめでとう」と言っていただい
たときは、本当に安心しました。
　辰巳：桐朋学園大学を卒業した後にパリへ？

藤井：高校、大学と小出信也先生のもとで学び、研究生と
して在学していたとき、クリスティアン・ラルデ先生に師事
するため、エコール・ノルマル音楽院へ留学しました。先生
のクラスにはヨーロッパ各地から優秀な奏者が集まっていま
した。普段はまったく目立たない学生も、人前で演奏する際
には思い切り自分を表現するんです。こちらに訴えかけてく
るような演奏に、稲妻に打たれたような衝撃を受けました。

ヨーロッパはクラシック音楽の本場です。どれだけ努力し
て真似をしても、本当の意味では超えることはできないと思
い知らされたんです。「文化が違うのだから、ただ真似をする
のではなく、アジア人ならではのスタイルや、自分だけの表
現を追求しなければならないのではないか」と模索する日々
が続きました。
　ある時、そんな私を見かねた父が、「音楽を辞めろとは言わ
ないが、そういうことを追求したいのであれば、ビジネスを
経験した方が早いぞ」と声をかけてくれました。私も自分な
りのブレイクスルーを求めていましたので、思い切ってビジ
ネスの世界に飛び込んでみることにしたんです。小林製薬と
三菱化成工業（現・三菱ケミカル）で修業を積み、1994 年に
龍角散に入社。翌年 35 歳のときに代表取締役社長を父から引
き継ぎました。
　辰巳：龍角散の社長に就任され、音楽の経験はどのように
活きましたか？

藤井：一番は、独自性を見極めるための思考力です。「オン
リーワンになるにはどうすればいいのか」を徹底的に考える。
その思考は、まさに音楽で養われたものです。
　中小企業は、大企業の真似をしていては駄目なんです。自
社の規模や特性に見合った独自性を追求しなければなりませ
ん。弊社で言えば、それはブランド力であり、主力商品の魅
力にあたります。会社を立て直す際には、その強みに経営資
源を集中させました。そして、主力商品を長年愛用してくだ
さっている方々の声に耳を傾け、そこで集まった意見をもと
に、商品のコンセプトから見直し、会社を立て直しました。
それができたのは音楽を学んだからこそだと思っています。
　辰巳：最後に、現在桐朋で学ぶ生徒、学生たちにメッセー
ジをいただけますか。

藤井：子どもの頃から初歩をていねいに積み重ねていくと
いう考え方は、創設時から変わらない、桐朋らしいすばらし
い教育理念だと思います。そこで身につけた力は産業界でも
充分通用することは私が証明しています。音楽の世界で頑張
るのは勿論ですが、是非音楽以外の道でもご自身の力を発揮
して社会に貢献してください。

株式会社龍角散 代表取締役社長 藤井隆太氏
自分らしさを求めて —— 音楽が育んだ経営の原点

●ふじい・りゅうた：1959 年東京都生まれ。桐朋学園大学音楽学部を卒業後、研究生として研鑽を積む中、フランス・パリのエコール・
ノルマル音楽院に留学。同音楽院高等師範課程修了、桐朋学園大学研究生としての課程を修了。1994 年龍角散入社。95 年社長に就任。

学長対談

4 文／向後由美



　桐朋で学び、それぞれロシアとドイツで研鑽を積んだ、ピアニス
ト・沼沢淑音先生とヴァイオリニスト・南紫音先生。世界で培った
経験を携え、教育者として次の世代の育成にも力を注いでいます。
2024 年度より准教授として後進の指導に当たっている沼沢先
生と、今年度非常勤講師になられた南先生に、学生時代の思い出や
海外留学で得た学び、そして教育への思いについて、学部長で音楽
学教授の沼野雄司先生がお話をうかがいました。

　沼野：桐朋にいらしたきっかけは？
　沼沢：小学生の頃に、子供のための音楽教室（相模原）に通い
はじめました。当時はまだ牧歌的で、晴れた日には近くの公園に
行って、先生がジャック・ティボーの昔の録音を聴かせてくれた
り（笑）。その後、桐朋の高校に進みました。
　沼野：どんな３年間でした？
　沼沢：男子が多い年だったこともあって、まあ、だいぶやんちゃ
でしたね。先生方にはいろいろご迷惑を……。高校を終えてから
は、ソリスト・ディプロマに進みました。
　沼野：途中でロシアに留学されています。
　沼沢：エリソ・ヴィルサラーゼに習いたくて、最初は彼女が教
えているというドイツの大学に押しかけたんですが、もう満員
だったんです。そうしたら彼女が「モスクワに来なさい」と。結
局、モスクワ音楽院には６年いたかな。いろいろ苦労もありまし
たが、ソルフェージュなどの音楽的な基礎教育は桐朋でしっかり
やっていたので、助かりましたね。
　沼野：南さんは大学から桐朋ですね。それまではどんなふうに？
　南：実家が北九州だったのですが、最初は近くの先生に習って、
その後、小学６年生からは原田幸一郎先生に師事して、東京まで
レッスンに通っていました。

沼野：高校から桐朋に行こうとは思わなかった？
南：本当は行きたかったんです。でも、高校で一人暮らしをす

るのを親が許してくれなくて。あの時は本当に泣きました（笑）。
　沼野：大学からようやく桐朋に。
　南：桐朋は高校から上がってくる人が多いので、最初はちょっ
と戸惑いました。また、周りのレベルも高いので、こちらも一生
懸命で。でも、何より驚いたのがオーケストラ！ 大勢で集まっ
て音楽をする体験がそれまであまりなかったので、本当に感激し

ましたね。
　沼野：では再び沼沢先生に
うかがいます。モスクワでは
どんなことを学びましたか？
　沼沢：旋律を短く縦割りに
するのではなく、アクセント
をつけずに長いフレーズを作
ることでしょうか。最初はな
かなかできなかった。当時の
モスクワ音楽院はレッスン室
のピアノも古いものばかりで、
ちょっと鍵盤がガタガタして
いるような楽器も多かったの
ですが、それでも先生のヴィ
ルサラーゼは平気で長いフ
レーズを作ってしまう。まさ
にネイガウス流派のカンター
ビレなんです。

　沼野：そうしたピアノで練習するというのは、なんだか大リー
グ養成ギプスを付けているみたいですね。あ、譬えが古いか（笑）。
　沼沢：実際、日本に帰ってきたらピアノの状態が良いので、長
いフレーズもだいぶラクでした（笑）。モスクワでは、弦楽器の
学生もそんなに良い楽器を持っていたわけではなかったけれど、
それでもみんな頑張っていましたね。
　沼野：南さんの留学生活はどうでしたか。
　南：私は学部を出たあと、ハノーヴァー音楽大学で５年ほど学
びました。向こうの学生は、技術に少々難があっても、「こうい
う音楽がやりたい」という気持ちがすごく強いんですよね。まず
はそれに驚きました。また、ドイツはとてもゆっくりと時間が流
れているんです。そうした環境のなかで、はじめてシューベルト
の音楽が分かった気がしました。
　沼野：さて、お二人は教員という立場で桐朋に帰ってくること
になりました。どんな先生なのでしょう。
　沼沢：ルービンシュタインは、「音楽を教えることなんて無理だ」
という意味のことを言っているんですが、確かにそうかもしれな
い。でも、だからこそ学生に無理やり教え込むのではなくて、一
緒に何かを共有することを考えたい。
　沼野：「コラー！」なんて怒ったりはしない？
　沼沢：しないですね。教員としてはよくないのかも（笑）。ただ、
ともかく音楽を好きになってほしいから、生徒が十分に練習しな
いでレッスンに来たときでも、話だけはするとか、時には自分が
その曲を弾いちゃったり（笑）。
　沼野：南さんもきっと、怒鳴ったりはしないよね。
　南：しません（笑）。私も音楽を奏でる喜びをポジティブに感
じ取ってほしいと、いつも思っています。
　沼野：最後に演奏家としてのこれからについて。
　沼沢：もともと僕は、かつてのロマンティックな巨匠の演奏が
好きなんです。音を聴けば、すぐに誰の演奏か分かるような。自
分も、そういう意味では常に個性的な演奏家でありたいですね。
　南：演奏家って孤独に閉じこもりがちな気がするので、私はな
るべく社会に開かれたかたちで音楽をやっていきたいですね。
　沼野：お二人のような方が桐朋の教育を担っているというのは、
本当に誇らしいな。これからもよろしくお願いいたします。

桐朋から世界へ、そして世界から桐朋へ

●ぬまさわ・よしと：広瀬康、野島稔、エリソ・ヴィルサラーゼの各氏に師事。2013 年、シュニトケ国際コンクール優勝、15 年第 29 回ポッツォーリ
国際ピアノコンクール優勝など、受賞歴多数。アルゲリッチ氏に別府アルゲリッチ音楽祭に招かれるなど国内外において精力的に演奏活動を展開する。
●みなみ・しおん：原田幸一郎、クシシトフ・ヴェグジンの各氏に師事。2005 年ロン = ティボー国際コンクール第 2 位、15 年ハノーファー国際ヴァイオリン・
コンクール第 2 位など受賞歴多数。近年、バロック音楽にも傾倒しており、25 年にはオール・ヘンデルのリサイタルを行うなど意欲的な活動を展開している。

教員鼎談
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文／沼野雄司

沼沢淑音
准教授（ピアノ）

南紫音
非常勤講師（ヴァイオリン）

沼野雄司
教授（音楽学）



昇格・新任 挨拶

教授（ピアノ／大学）

有吉亮治
　2026 年 4 月 1 日より教授を拝命いたしました有吉亮治です。
　音楽は響き合うことで豊かな表現になります。少子化、音楽離れといわれ
る昨今ですが、そんな時代だからこそ、音楽の豊かさや、人と人をつなぐ力
がこれまで以上に必要だと考えます。
　学生、教職員、卒業生、そして地域の皆様と力をあわせ、桐朋学園大学の
豊かな未来を築いていけるよう、誠心誠意努めてまいります。これからもど
うぞよろしくお願いいたします。

准教授（ピアノ／大学院大学）

山本貴志
　本年度より富山・大学院大学にてピアノ科教員を務めております山本貴志
でございます。
　子供のための音楽教室に始まり、高校そしてディプロマ・コースと、桐朋
学園のきめ細やかな教育を長きにわたって享受してまいりました中で、先生
方から「音楽表現の上で肝心なのはあなた自身の内面の充実です」とお言葉
をいただいたことが印象に残っています。
　学生の皆さん一人ひとりの個性、輝きを大切にしながら、寄り添ってゆけ
たらと思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。

専任職員（事務局）

中村真璃彩
　2026 年 4 月に専任職員として入職いたしました、管理グループ財務チー
ムの中村真璃彩と申します。

学生時代は、朝から夜まで友人と共に音楽に没頭する毎日を過ごしていま
した。その時に得た経験や仲間は、今でも私の宝物です。
　普段、直接関わる機会は少ないかもしれませんが、今度は職員という立場
から、皆様にとっての桐朋学園大学で過ごす日々が、一生の宝物となるよう、
全力で取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

教授 （音楽学／大学院大学）

近松博郎
　音高・音大と国公立で学び、地味な性格の私にとって桐朋学園は本物の奇
才・天才が集まる華やかな私立音大の筆頭というイメージが強く、もっとも
縁遠い存在と思っていました。よって 2024 年に非常勤講師として着任し
た際には、世の中わからないものだと感じた次第です。
　富山キャンパスは自然豊かで、広く、きれいで、ゆったりとした時間が流
れています。全国の音大が急激な変化の波にさらされている現代における「最
後の楽園」といっても過言ではないかもしれません。落ち着いた環境で学生
たちと音楽の本質にじっくり向き合える日々に感謝しています。

教授（ヴァイオリン／大学）

神谷美千子
　2026 年 4 月より教授に就任いたしました神谷美千子です。これまで准教
授として学生の指導に携わるとともに、演奏活動を通して音楽の魅力や表現
の奥深さを探求してまいりました。
　私自身も桐朋で学び、多くの師や仲間との出会いに育てられた一人です。
本学での経験を糧に、演奏家として培ってきた感性や学びを教育に生かし、
学生一人ひとりが自分らしい音楽を見つけ、豊かに表現できるよう努めてま
いります。
　桐朋ならではの自由な学びの環境を大切にし、音楽文化の豊かさを次の世
代へ受け継いでいけるよう、学生とともに歩んでいきたいと考えております。
今後ともご指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。
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【表１】資金収支決算対比表
2025 年度の資金収入は、学生生徒等納付金収入が大学生数等の減少により 2,428,431 千円となりましたが、補助金収入では「高等教育の修学支援新制
度授業料減免」の多子世帯支援の大幅な拡大により交付金が増額し、435,091 千円の収入となりました。
その他の収入では寄付金収入が 89,491 千円と前年度より 25,361 千円増加しましたが、前述の学生生徒等納付金収入が大きく影響し合計 3,089,443 千円、
対前年度比△ 41,142 千円となりました。
一方資金支出では定年等退職者が 2 名増え退職金支出が増加し、人件費支出全体では 1,964,117 千円となった他、奨学金による奨学費支出の増加により
教育研究経費支出でも 12,423 千円に支出が増加しました。
管理経費支出やその他の支出に含まれる設備関係支出では 2024 年度単年に発生した費用差が要因となり支出額は抑えられましたが、全体で 3,368,441
千円となり、対前年度比で 104,864 千円増加しました。結果、次年度繰越支払資金は対前年度比△ 278,998 千円の 1,194,403 千円となりました。

【表２】事業活動収支決算対比表
2025 年度の事業活動収支においては施設設備寄付金が大きく増加し 47,421 千円となりましたが、経常収支差額は△ 462,591 千円となり、この支出超
過を回収するには至らず、基本金組入前当年度収支差額は△ 494,158 千円、事業活動収入に対する割合は△ 16.13％となりました。

2025 年度音楽部門決算概要
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※注
（1）セグメント情報は拠点区分別（設置学校・附属施設別）の収支情報内訳を示すものであり、必ずしも理事会が経営資源の配分の決定及び業績を評価すること等を目的
とした財務情報にはなっていない。

（2）「幼稚園・小学校・中学校・高等学校」には、「桐朋幼稚園・桐朋学園小学校・桐朋小学校・桐朋中学校・桐朋女子中学校・桐朋高等学校・桐朋女子高等学校」を含んでいる。
（3） 「その他」には、「学校法人部門・桐朋学園大学音楽学部附属子供のための音楽教室・桐朋学園大学院大学 ･ 桐朋学園大学音楽学部附属桐朋ｵｰｹｽﾄﾗ ･ ｱｶﾃﾞﾐｰ」を含んでいる。
（4）収入額及び支出額の各セグメントへの配分方法は、昭和 55 年 11 月４日付け文管企第 250 号文部省管理局長通知「資金収支内訳表等の部門別計上及び配分について
（通知）」に記載の方法を適用している。
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〈2026 年度 桐朋学園音楽部門仙川キャンパス特待生〉
高１　　安井 友理（Pf）
高１　　篠﨑 千響（Vl）
高１　　米井 咲絢（Vl）
高１　　小西 陽茉莉（Vc）
高１　　益田 香音（Vc）
高２　　大谷 奏介（Pf）
高２　　西尾 美香（Vl）
高３　　中原 梨衣紗（Vl）
高３　　松木 翔太郎（Vl）
高３　　渡邉 伶音（Vc）
大１　　小西 真璃花（Vl）
大１　　的場 桃（Vl）
大１　　若生 麻理奈（Vl）
大１　　片山 和音（Vo）
大２　　片岡 琴佑（Pf）
大２　　加藤 皓介（Pf）
大２　　田所 周琉（Pf）

大３　　中瀬 智哉（Pf）
大４　　森松 風仁（Fg）
大４　　黒田 希美（Tp）
大４　　近藤 毬矢（Hp）
修士１　稲沢 朋華（Pf）
修士１　菅沢 雄星（Vo）
修士２　南 ことこ（Pf）
SD ２　 神原 雅治（Pf）
SD ３　 藤野 瞳子（Fl）

〈2026 年度「チェロアンサンブル・サイトウ」奨学金〉
高２　　高階 杏（Vc）
大２　　相原 一誠（Vc）
大２　　森 朝美（Vc）
修士２　宮之原 陽太（Vc）

〈2026 年度 宗次德二桐朋学園大学大学院特待奨学金〉
修士１　稲沢 朋華（Pf）

修士１　後藤 奈々（Vo）
修士２　馬場 彩乃（Pf）
修士２　Wang Jiaxin（Vo）
博士２　由本 菖（Vo）

〈2026 年度 桐朋学園大学院大学特待生〉
１年　　重森 光太郎（Pf）

〈2026 年度 桐朋学園大学院大学奨学金〉
１年　　黒田 桃花（Pf）
１年　　西山 響貴（Pf）
１年　　石井 克（Vc）

〈2026 年度 子供のための音楽教室特待生〉
中１　　山路 優美（Pf　相模原教室）
中２　　志水 伶衣 （Vc　仙川教室）
中３　　土田 みつ （Pf　仙台教室）
中３　　大原 嵩稀 （Vl　仙川教室）

2026 年度 特待生・奨学生
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桐朋学園大学音楽学部
桐朋学園大学大学院音楽研究科
桐朋女子高等学校音楽科（男女共学）

桐朋学園大学音楽学部附属 子供のための音楽教室
桐朋学園大学院大学音楽研究科（修士課程）

桐朋オーケストラアカデミー

■仙川キャンパス
 〒 182-8510　東京都調布市若葉町 1-41-1
 TEL:03-3307-4101

■調布キャンパス
 〒 182-0021　東京都調布市調布ヶ丘 1-10-1
 TEL:042-444-7055

■富山キャンパス
 〒 930-0138　富山県富山市呉羽町 1884-17
 TEL:076-434-6800

ホームページ　https://www.tohomusic.ac.jp/

主にMSD（Music and Sound Design）の教育研究に資することを目的に
上野隆司様からのご寄付により、調布キャンパスに本格的な録音スタジオが
完成いたしました。現在、録音技師の配置等、運用体制の整備を進めており
ます。
MSD授業等での活用に加え、学生・生徒のコンクール審査等に必要な演奏

録音にも利用できるよう、教育環境のさらなる充実を図ってまいります。

録音スタジオ完成（2025 年 10 月）

後列左より 学生部長 合田香、高校部長 森山智宏、図書館長 安田和信、音楽教室部長 新井博江
前列左より 東京・大学院研究科長 清水和音、学部長 沼野雄司、学長 辰巳明子、理事 姫野雅子、教務部長 杵鞭広美




